
 

 

  

メタンハイドレートを 

採出した地球深部探査船 

「ちきゅう」の設計に携

われた技術者に掘削船の

現状等をご講演頂きます 

「ちきゅう」
１． 定員  100 名 

２． 対象  技術士・修習技術者・一般・学生 

３． 参加費 500 円（ただし、学生は無料） 

４．ＣＰＤ 参加者には本会から 2 時間 45 分 

      のＣＰＤ参加票を発行します。 

５． 懇親会費  3,500 円 

(同館 1 階 イタリアンレストラン”il vento”) 

  会場周辺会場周辺会場周辺会場周辺マップマップマップマップ    

 

１．締め切り：平成 26 年 1 月 17 日(金) 

（定員になり次第締め切ります） 

２．申込み先：公益社団法人 日本技術士会 中国本部事務局 

TEL082-511-0305 FAX082-511-0309 

 E-mail ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp 

※申込みに裏面の FAX 用紙を御使用下さい。 

  

金金金金

サテライトキャンパスひろしまサテライトキャンパスひろしまサテライトキャンパスひろしまサテライトキャンパスひろしま    ５５５５FFFF    502502502502 大講義室大講義室大講義室大講義室    

講演Ⅰ  14：00～15：30 

◆「今後の海洋政策と◆「今後の海洋政策と◆「今後の海洋政策と◆「今後の海洋政策と海洋産業の海洋産業の海洋産業の海洋産業の創出への新しい展開」創出への新しい展開」創出への新しい展開」創出への新しい展開」            

一般財団法人 キヤノングローバル戦略研究所 

研究主幹研究主幹研究主幹研究主幹        湯原湯原湯原湯原    哲夫哲夫哲夫哲夫    様様様様    

 定員・参加費 

 問い合わせ 

世界第 6 位の領海・排他的経済水域を有す、海洋に囲まれている日本。 

メタンハイドレートや洋上風力発電等の次世代エネルギー、海底熱水鉱床

やレアアース等の海洋資源を次の時代にどう活かすのか？  

また､その課題は？ 新たな海洋基本計画の策定に携われた技術者に日本

の海洋産業創出への新しい展開について、ご講演頂きます。 

◆「海洋◆「海洋◆「海洋◆「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」石油掘削船の建造状況と今後の展望」石油掘削船の建造状況と今後の展望」石油掘削船の建造状況と今後の展望」    

J－DeEP 技術研究組合   

首席研究員首席研究員首席研究員首席研究員        大村大村大村大村    隆隆隆隆    様様様様    

（広島県民文化センター（広島県民文化センター（広島県民文化センター（広島県民文化センター    〒〒〒〒730730730730----0051005100510051    広島市中区大手町広島市中区大手町広島市中区大手町広島市中区大手町 1111----5555----3333））））    

中国本部の新年宴会も兼ねています。

また、講演者と直接話せる機会です。

有効に活用しましょう！ 

後援：経済産業省中国経済産業局、国土交通省中国地方整備局、広島県 
一般社団法人日本機械学会中国四国支部、公益社団法人土木学会中国支部 
中国経済連合会、一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会 

   一般社団法人建設コンサルタンツ協会中国支部、中国地質調査業協会 

講演Ⅱ  15：40～16：40 



    

～プログラム～～プログラム～～プログラム～～プログラム～    

13：00           受付開始 サテライトキャンパスひろしま 5F 502 (広島県民文化センター) 

13：30           開会 

13：30～13：45 開会挨拶 日本技術士会 中国本部長 大田 一夫 / 同 中国本部 機械部会長 大江 清登  

13：45～14：00 日本技術士会の紹介 中国本部 事務局長 乗安 直人 

14：00～15：30 【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」    

15：30～15：40       （ 休憩 ） 

15：40～16：40 【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」    

16：40～16：55 質疑応答・意見交換 

16：55～17：00 閉会挨拶 日本技術士会 中国本部 機械部会 副部会長 金子 康紀    

17：20～19：00 【懇親会】同館 1 階 イタリアンレストラン“il vento” 

 

～～～～講師プロフィール講師プロフィール講師プロフィール講師プロフィール～～～～ 

【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」【講演Ⅰ】「今後の海洋政策と海洋産業の創出への新しい展開」    

湯原湯原湯原湯原    哲夫哲夫哲夫哲夫    様様様様  一般財団法人 キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹 

内閣官房 総合海洋政策本部 参与会議 参与 

【経歴】・東京大学工学部 船舶海洋工学科 学士・同大学院工学系研究科 修士・同大学 工学博士 

・三菱重工業技術本部入社,長崎研究所の強度研究室長･船舶海洋部門長,横浜研究所所長を歴任 

・動力炉・核燃料開発事業団 高速増殖炉開発本部 副主任研究員 

・平成 14 年に東京大学大学院教授(環境海洋工学専攻)、同大学特任教授 

・現職 キヤノングローバル戦略研究所(ＣIGS)研究主幹 

 内閣官房 総合海洋政策本部 参与会議 参与 

 

【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」【講演Ⅱ】「海洋石油掘削船の建造状況と今後の展望」    

大村大村大村大村    隆隆隆隆    様様様様   J－DeEP 技術研究組合 首席研究員 

【経歴】・三菱重工業広島造船所に入社,海洋石油掘削リグの装備部の設計,建造を担当 

・三菱重工業本社海洋技術部で船舶･海洋機種の設計,建造を担当 

・三菱重工業長崎造船所で船舶･海洋機種の特に機関部の設計･建造･技術 AS を担当 

・同上造船所にて独立行政法人海洋研究開発機構向け,「ちきゅう」の設計･建造を担当 

・海外某造船所で海洋関連プロジェクトの業務に従事 

・現職 J－DeEP 技術研究組合 首席研究員 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・新春特別講演会『海洋立国日本の未来の姿を考える』新春特別講演会『海洋立国日本の未来の姿を考える』新春特別講演会『海洋立国日本の未来の姿を考える』新春特別講演会『海洋立国日本の未来の姿を考える』参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp または FAX：０８２－５１１－０３０９ 

中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web 申込みはこちら」からも申し込めます。 

お名前  

連絡先 

E-mail： 

 

TEL：         FAX： ご所属  

資 格 □技術士 □修習技術者 □その他 区 分 □日本技術士会会員 □非会員・一般 □学生  

講演会 □参 加  □不参加 懇親会 □参 加  □不参加 

                                                 注) 該当するものを■(または☑)にしてください。 


